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ⅠⅠ  点点検検・・評評価価のの概概要要  

 １ はじめに 

    地方教育行政の組織及び運営に関する法律により、教育委員会は、毎年、

その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検報告を行い、そ

の結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表す

ることとされております。 

    そこで、市教育委員会は、平成２９年度教育行政重点施策の主要事業へ

の取り組み状況について点検評価を行い、学識経験者の意見を付して、報

告書にまとめることにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 評価の進め方 

   ① 点検及び評価する事務事業 

     二本松市教育振興基本計画に掲げられた重点的事業のうち、２５事

業としました。（５ページ計画体系図参照） 

   ② 点検及び評価の視点 

     ＰＤＣＡ（計画Ｐｌａｎ→実行Ｄｏ→評価Ｃｈｅｃｋ→改善Ａｃｔ

ｉｏｎ）のサイクルを活用し、事業の目標や見込まれる成果に基づき

平成２９年度に実施した事業について、その内容やめざす指標の達成

状況などを踏まえた評価を行い、次年度以降の方向性を定めています。 

   ③ 教育委員会による自己評価 

    ○ 評価シートの作成 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定に

より事務職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況につ

いて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出

するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験

を有する者の知見の活用を図るものとする。 
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      事業ごとに、【目標に対する進捗状況】及び【費用対効果】に対す

る評価を行い、事業の成果と課題を明らかにしたうえで、それぞれ

４段階の評価（Ａ：順調 Ｂ：概ね順調 Ｃ：改善の必要あり Ｄ：

休止、廃止 －：評価結果なし）を行い、それを踏まえた【事業の

方向性】を定めています。 

 

 ３ 学識経験者の知見の活用 

   外部の学識経験者で構成する二本松市教育事務点検評価検証委員会を設

置し、教育委員会の自己評価及びその評価方法に対する評価や、今後の教

育行政に向けての意見を伺います。 

 

【二本松市教育事務点検評価検証委員会委員】 

 

氏    名 経  歴  等 

安 田 幹 雄 元 二本松北小学校長 

佐 藤 彰 男 現 二本松市体育協会会長 

日下部 善 己 現 二本松市文化財保護審議会委員 

佐 藤 和 彦 現 福島大学総合教育研究センター特任教授 

 

 ４ 議会への報告等 

   点検及び評価の結果を報告書にまとめ、市議会へ報告するとともに、市

民に対し公表を行います。 

   ① 議会への報告 

     毎年９月 

   ② 市民への公表 

     市のウェブサイトに掲載いたします。 

 

 ５ 参考資料 

二本松市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及

び評価の実施に関する要綱 
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（趣旨） 

第１条 この要綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６

２号）第２６条第１項の規定により行う教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行

の状況の点検及び評価（以下「点検及び評価」という。）について、必要な事項を定める

ものとする。 

（点検及び評価の対象） 

第２条 点検及び評価の対象は、二本松市長期総合計画等に掲げられた施策を推進する事

務事業（以下「事務事業」という。）のうちから教育委員会が選択するものとする。 

（点検及び評価の時期） 

第３条 点検及び評価は、年度終了後速やかに行うものとする。 

（点検及び評価の主体） 

第４条 点検及び評価は、教育委員会が、当該事務事業を企画立案し遂行する立場から行

うものとする。 

（点検及び評価の視点） 

第５条 点検及び評価は、必要性、効率性、有効性その他の事項を視点として行うものと

する。 

（検証委員会の設置） 

第６条 点検及び評価を行うにあたり、客観性を確保するため、二本松市教育事務点検評

価検証委員会（以下「検証委員会」という。）を設置する。 

２ 検証委員会は、点検及び評価について意見を述べることができる。 

（検証委員会の組織） 

第７条 検証委員会は、委員４人以内で組織する。 

２ 検証委員会の委員は、教育に関し学識経験を有する者のうちから教育委員会が委嘱す

る。 

３ 委員の任期は、１年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第８条 検証委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員長は、会議の議長として議事を整理し、検証委員会の事務を総理する。 

３ 委員長に事故あるときは、副委員長がその職務を代理する。 

（市議会への報告等） 

第９条 点検及び評価の結果は、毎年９月に市議会に報告するものとする。 

２ 前項の報告の後に、点検及び評価の結果を市民に対し公表するものとする。 

（補則） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、点検及び評価の実施に関し必要な事項は、教育

委員会が別に定める。 

附 則 
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（施行期日） 

１ この要綱は、平成２１年１月２６日から施行する。 

（経過措置） 

２ 第９条第１項の規定にかかわらず、平成２０年度における市議会への報告は、平成２

１年３月とする。 

附 則（平成２７年３月３１日教委告示第１号） 

 この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

 



◆ 二本松市教育振興基本計画の体系 ◆
点検及び評価をする事務事業

基本方針 重点的事業の名称 担当課 シート№

①学び合う環境づくり推進事業 学校教育課 1-1-①

②学力向上対策事業 学校教育課 1-1-②

①元気な児童生徒育成支援事業 学校教育課 1-2-①

③学校給食と食育の推進 教育総務課 1-2-③

④安全・安心な給食の提供 教育総務課 1-2-④

①英語指導外国青年招致事業 学校教育課 1-3-①

②外国語活動講師派遣事業 学校教育課 1-3-②

④学校図書館支援事業 学校教育課 1-3-④

①総合的な学習の時間充実対策事業 学校教育課 2-1-①

①教育相談推進事業 学校教育課 2-2-①

③教育支援センター事業 学校教育課 2-2-③

３．心の教育の推進

①放課後子ども教室推進事業 生涯学習課 2-4-①

５．青少年の健全育成

①学校施設設備の改修 教育総務課 3-1-①

②学校の耐震化 教育総務課 3-1-②

③児童生徒の介助員の配置 学校教育課 3-2-③

④学校コンピュータ整備事業 学校教育課 3-2-④

①スクールバス運行事業 教育総務課 3-3-①

②遠距離通学費助成事業 教育総務課 3-3-②

③高等学校通学費助成事業 教育総務課 3-3-③

①生涯学習プログラムの充実 生涯学習課 4-1-①

２．生涯学習・文化施設の整備

②子ども読書計画の推進 生涯学習課 4-3-②

１．運動・体力づくりの環境整備

②総合型地域スポーツクラブの活動支援 生涯学習課 5-2-②

①埋蔵文化財発掘調査 文化課 6-1-①

②文化財保護団体等の育成、支援事業 文化課 6-1-②

①地域文化顕彰事業 文化課 6-2-①

１．文化施設の活用強化

２．文化団体の活動支援
７．個性豊かな文化芸術の振興を図ります。

１．学校施設の整備充実

２．教育環境の整備充実

１．生涯学習活動の支援・事業開催

３．通学環境の整備

３．豊かな教育環境の整備、充実を図ります。

基本施策

１．自ら問題を解決する体験学習の推進

２．学校、家庭、地域が連携した教育を推進し
　ます。

１．ともに学び高め合い、心身ともに健やかな
　成長ができるよう学校教育の充実を図りま
　す。

１．児童生徒がともに学び高め合う取組み
　の推進

２．児童生徒の健やかな体の育成

３．特色ある教育の推進

２．教育相談活動の充実

４．学校、家庭及び地域の連携による教育

３．図書館利用環境の整備

４．生きがいを求め、自ら学習する生涯学習を
　推進します。

２．スポーツ活動の推進

５．体育やスポーツ活動をとおした生涯スポー
　ツの振興を図ります。

２．伝統文化事業の充実

６．文化財の保護と活用に努め、伝統文化の
　継承を図ります。

１．文化財保護・継承

５
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ⅡⅡ   点点検検及及びび評評価価のの結結果果   
 

   

 

 

 

 ○二本松市教育振興基本計画に掲げられた１４の基本施策の２５重点的 

事業について、 

評価シート４段階の評価 

Ａ：順調 

Ｂ：概ね順調 

Ｃ：改善の必要あり 

Ｄ：休止、廃止 

を行い、事業の成果と課題を明らかにし、次年度以降の方向性を定め 

ました。 

 

○点検及び評価を行った１４の基本施策は以下のとおりです。 

１ 児童生徒がともに学び高め合う取組みの推進 

 ２ 児童生徒の健やかな体の育成 

 ３ 特色ある教育の推進 

 ４ 自ら問題を解決する体験学習の推進 

 ５ 教育相談活動の充実 

 ６ 学校、家庭及び地域の連携による教育 

 ７ 学校施設の整備充実 

 ８ 教育環境の整備充実 

 ９ 通学環境の整備 

 10 生涯学習活動の支援・事業開催 

 11 図書館利用環境の整備 

 12 スポーツ活動の推進 

 13 文化財保護・継承 

 14 伝統文化事業の充実 

 



評価シート

事務事業名

担当課 学校教育課 担当係 指導係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 小学校６年９３．０％
中学校３年８６．０％

実績値 小学校６年８６．８％
中学校３年８３．１％

小学校６年９２．３％
中学校３年８４．８％

達成度（％）

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

【説明】

　学習教材の配付については、各学校の要望などを取り入れて選定を行い、有効活用してもらう。

【説明】 所管課評価

　各学校で「学び合い」に関わる講師招へいが行われ、子どもたち同士が交流を図り
ながら、授業を進める授業が多く見られた。学校の実態に合った講師招へいを行
い、学校課題解決を図ることができた。学習教材については、各学校の実態に合わ
せた教材の配付が課題である。

Ｂ

【事業の方向性】 見直して継続

【目標に対する進捗状況】 相当程度進展あり

【費用対効果】 費用に対して効果はあったが課題もあった

Ｈ31 Ｈ32

指標の単位

全国学力学習状況調査等の結果を基に算出したもの

Ｈ31 Ｈ32
小学校６年９４．０％
中学校３年８８．０％

小学校６年９５．０％
中学校３年９０．０％

１．ともに学び高め合い、心身ともに健やかな成長ができるよう学校教育の充実を図ります。

１．児童生徒がともに学び高め合う取組みの推進

　児童の確かな学力向上のために、先進的な取組を行っている講師を招へいし、各学
校の研究を推進するとともに教師の指導力向上を図る。
　学習教材の配付を行い、学習内容の確かな定着と学習習慣の育成を図る。

　児童生徒の確かな学力の向上のために、先進的な取り組みを行っている講師を招
へいし、研修会等を開催する。
（Ｈ29事業費：小4,615千円、中1,338千円）

学校に行くのが好きな児童生徒の割合 指標の単位 ％

主要事業の点検・評価

シート№ １-１-①

学び合う環境づくり推進事業

事業開始年度 Ｈ27
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評価シート

事務事業名

担当課 学校教育課 担当係 指導係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 小学校６年９３．０％
中学校３年８６．０％

実績値 小学校６年８６．８％
中学校３年８３．１％

小学校６年９２．３％
中学校３年８４．８％

達成度（％）

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

【説明】

　平成３０年度は、児童･生徒一人一人の個に応じた細やかな指導をするために、算数科の授業に限
定せず、他の教科などでも指導ができるように弾力的な活用を図っていきたい。また、中学校の英語
科については、配置校を弾力的に検討していきたいと考える。

【説明】 所管課評価

　小学校算数科の授業において、チームティーチングの授業を実施し、児童生徒一人一人の
能力に応じた個別指導ができた。しかし、算数科の授業以外での活用を図りたいという学校
の要望も増えている。また、英語科の指導においては、一人の配置だけだったので、英語科
の学力向上のためには活用方法の工夫が課題となる。

Ｂ

【事業の方向性】 原状のまま継続

【目標に対する進捗状況】 相当程度進展あり

【費用対効果】 費用に対して効果はあったが課題もあった

Ｈ31 Ｈ32

指標の単位

全国学力学習状況調査等の結果を基に算出したもの

Ｈ31 Ｈ32
小学校６年９４．０％
中学校３年８８．０％

小学校６年９５．０％
中学校３年９０．０％

１．ともに学び高め合い、心身ともに健やかな成長ができるよう学校教育の充実を図ります。

１．児童生徒がともに学び高め合う取組みの推進

　小学校においては算数科を中心に、中学校においては英語科を中心に一人一人の
基礎的な学習内容の定着を図る。また、諸検査等を実施し、個々の児童生徒への指
導とよりよい学習環境の構築や学力向上の方法検討に活用する。

　小学校では、全１６校に算数科学力向上対策非常勤講師を、中学校では、１校に英
語科学力向上対策非常勤講師を配置し、児童･生徒一人一人の能力の伸長を図る。
また、学力検査、知能検査を実施し、個々の児童･生徒への指導とよりよい学習環境
の構築や学力向上の方法検討に活用する。
（Ｈ29事業費：小33,533千円、中4,792千円）

学校に行くのが好きな児童生徒の割合 指標の単位 ％

主要事業の点検・評価

シート№ １-１-②

学力向上対策事業

事業開始年度 Ｈ27
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評価シート

事務事業名

担当課 学校教育課 担当係 指導係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 全学年で全国平均以下

実績値 小学３年～６年女子と中学２・
３年の男女で全国平均超え

小学３・６年女子と中学３年の
男で全国平均超え

達成度（％） 62.5

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

【説明】

　スキーに接することが少なくなってきた児童生徒にスキーを体験させることは意義深い。また、地域
にあるスキー場で行うことが、地域を見直し、地域を愛する心情を育てることになるが、年に１度の体
験にかかる費用は大きい割に健康面から見た効果が大きいとはいえない。そのため、今後本事業の
存廃を検討したほうがよいと考えている。

【説明】 所管課評価

　スキー教室は、子どもたちが楽しみにしている授業ではあるが、年に１度のスキー
教室では、継続した体力の向上を図るには、難しさがある。 Ｂ

【事業の方向性】 廃止・中止

【目標に対する進捗状況】 進展が大きくない

【費用対効果】 費用に対して効果はあったが課題もあった

Ｈ31 Ｈ32

指標の単位

学校保健統計調査

Ｈ31 Ｈ32

全学年で全国平均以下 全学年で全国平均以下

１．ともに学び高め合い、心身ともに健やかな成長ができるよう学校教育の充実を図ります。

２．児童生徒の健やかな体の育成

　児童生徒の体力の向上を図る。

　市内のスキー場においてスキー教室を行い、体力の向上を図る。
（Ｈ29事業費：小10,863千円、中3,722千円）

肥満度の割合 指標の単位 ％

主要事業の点検・評価

シート№ １-２-①

元気な児童生徒育成支援事業

事業開始年度 Ｈ27
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評価シート

事務事業名

担当課 教育総務課 担当係 総務係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 98.1 98.4

実績値 97.8 98.3

達成度（％） 100.2

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 77.4 78.3

実績値 76.5 78.6

達成度（％） 101.6

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

主要事業の点検・評価

シート№ １-２-③

学校給食と食育の推進

事業開始年度 Ｈ20

１．ともに学び高め合い、心身ともに健やかな成長ができるよう学校教育の充実を図ります。

２．児童生徒の健やかな体の育成

　学校給食について、単なる栄養素の摂取としてだけではなく、家庭における食生活
や生涯を通じた望ましい食生活への意識の醸成を目指し、食育をとおして、食材・調
理・献立のバランス等、食が成長に及ぼす影響を知らせる場を設ける。

・食育パンフレットの発行　49千円
・栄養士による食育授業等　57回
・栄養士による給食訪問　　30回
・いただきます。ふくしまさん事業　658千円（県補助金658千円）
　　・H29.11.6　県産農林水産物を活用した給食の提供、給食試食会、食に関する指導
　　・H29.11.8　食に関する指導
　　・H29.11.9　食に関する指導

朝食摂取率 指標の単位 ％

任意の調査日において、朝食を摂取した子どもの割合

Ｈ31 Ｈ32

98.7 99.0

誰かと食事（２回） 指標の単位 ％

任意の調査日において、一日のうち、朝食と夕食の２回（昼食は含めない）を家族などの誰かと一緒に食べた子どもの割合

Ｈ31 Ｈ32

79.2 80.0

【目標に対する進捗状況】 相当程度進展あり

【費用対効果】 費用に対して十分な効果があった

【説明】

　今後も、パンフレットの作成や食育授業の実施などを継続し、積極的に食育に取り組む。

【説明】 所管課評価

　食育について、パンフレットの作成や栄養士による食育授業の実施などにより積極
的に取り組んでいる。その効果は確実に現れてきており、朝食摂取率などの指標も
目標に近づいている。

Ａ

【事業の方向性】 原状のまま継続
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評価シート

事務事業名

担当課 教育総務課 担当係 総務係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 24.0 26.0

実績値 21.9 26.7

達成度（％） 111.3

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

主要事業の点検・評価

シート№ １-２-④

安全・安心な給食の提供

事業開始年度 Ｈ23

１．ともに学び高め合い、心身ともに健やかな成長ができるよう学校教育の充実を図ります。

２．児童生徒の健やかな体の育成

　給食の放射性物質測定を行うことにより、子どもたちを内部被ばくから守るとともに、
安全・安心な給食を提供する。
　地元農産物についても検査を行い、安全が確認できた食材については積極的に使
用し、地産地消の拡大を図る。

　各調理場等において、給食食材、まるごと給食及び給食用米の検査を行った。
　また、検査機器の点検を実施し、効果的な検査体制の整備を図った。

　臨時職員賃金等　　　　　　　　　　1,684千円
　給食用消耗品（検査用消耗品）　　　1,092千円
　給食用消耗品（測定用試料）　　　　4,447千円
　検査用機器点検料　　　　　　　　　1,782千円
　放射性物質測定業務委託料等　　　 13,911千円
　　合計　　　　　　　　　　　　　 22,916千円（全額震災復興特別交付税対象）

地場産物の活用 指標の単位 ％

給食食材のうち、地場産物（福島県内産）を使用した割合（品目数）

Ｈ31 Ｈ32

28.0 30.0

指標の単位

Ｈ31 Ｈ32

【目標に対する進捗状況】 相当程度進展あり

【費用対効果】 費用に対して十分な効果があった

【説明】

　今後も安全・安心な給食を提供するため、放射性物質による内部被ばくの不安が払拭されるまで検
査を継続するとともに、安全が確認された地元農産物については積極的に使用する。
　また、財源については、検査が終了するまで国による財源確保が継続されるよう働きかけを行ってい
く。

【説明】 所管課評価

　予算については十分に確保し、必要な検査を行うことができている。財源について
は全額震災復興特別交付税の対象となっているが、今後も事業を進めていくために
は引き続き国による財源の確保が必須である。

Ａ

【事業の方向性】 原状のまま継続
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評価シート

事務事業名

担当課 学校教育課 担当係 指導係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 　

実績値 　 　

達成度（％）

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

【説明】

　中学校の英語の授業において、国際的な感覚やコミュニケーション能力を高めるには、ALTの言語
力が必要となる。生徒も授業そのものを楽しみにしている。また、今後小学校における外国語科が完
全実施となる平成３２年度からは小学校への配置を検討しなければならない。

【説明】 所管課評価

　中学校の英語の授業において、ネイティブな英語の会話は、非常に重要であり、教
育的価値が高い。英語におけるコミュニケーション能力を養う観点からは、欠かせな
い人材だった。

Ａ

【事業の方向性】 拡大

【目標に対する進捗状況】 相当程度進展あり

【費用対効果】 費用に対して十分な効果があった

Ｈ31 Ｈ32

指標の単位

　

Ｈ31 Ｈ32

　 　

１．ともに学び高め合い、心身ともに健やかな成長ができるよう学校教育の充実を図ります。

３．特色ある教育の推進

　中学校生徒の英語指導と地域における国際化の推進を図るため、外国青年を招致
し、生徒の英語力向上と英語によるコミュニケーション能力の向上を図る。

　中学校の英語科において、外国青年（イギリス人ALT）が、直接生徒に指導すること
により、ネイティブな英語に触れ、英語に対する興味や英語によるコミュニケーション
能力を高める。
（Ｈ29事業費：中15,629千円）

　 指標の単位 　

主要事業の点検・評価

シート№ １-３-①

英語指導外国青年招致事業

事業開始年度 Ｈ17
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評価シート

事務事業名

担当課 学校教育課 担当係 指導係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 　

実績値 　 　

達成度（％）

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

【説明】

　平成３０年度より、新学習指導要領実施の移行期間となる。外国語活動が３，４年１５時間、５，６年
が５０時間に増加する。増加する時数に対応するよう外国人講師を派遣し、指導の充実を図る。

【説明】 所管課評価

　外国語に接するだけでなく、外国に興味をもったり、外国語でコミュニケーションを
取ることを楽しみにしている児童が多く、他の国や文化に触れる機会があることは意
義深かった。

Ａ

【事業の方向性】 拡大

【目標に対する進捗状況】 相当程度進展あり

【費用対効果】 費用に対して十分な効果があった

Ｈ31 Ｈ32

指標の単位

　

Ｈ31 Ｈ32

　 　

１．ともに学び高め合い、心身ともに健やかな成長ができるよう学校教育の充実を図ります。

３．特色ある教育の推進

　小学校５、６年の｢外国語活動」について外国人講師を派遣し、活動の充実を図る。

　小学校５，６年の外国語活動３５時間すべてに外国人講師を派遣し、チームティーチ
ングで授業を行っている。
（Ｈ29事業費：小4,491千円）

　 指標の単位 　

主要事業の点検・評価

シート№ １-３-②

外国語活動講師派遣事業

事業開始年度 Ｈ21
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評価シート

事務事業名

担当課 学校教育課 担当係 指導係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 小学校６年８０．０％
中学校３年８０．０％

実績値 小学校６年７７．５％
中学校３年７３．７％

小学校６年７６．１％
中学校３年７０．５％

達成度（％）

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 小学校６年１５．０％
中学校３年５．０％

実績値 小学校６年１５．１％
中学校３年５．３％

小学校６年１２．９％
中学校３年３．８％

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

【説明】

　平成２９年度は、７中学校区の内６つの中学校区に学校図書館嘱託員を配当することができた。今
後は、すべての中学校区に配置し、学校図書館の充実を図るとともに、二市一村で唱える読書活動を
推進していきたい。今後、読書好きな子どもの育成を図るには、市立図書館との連携を密にすることや
学校図書館嘱託員の研修を充実させ、子どもたちの読書に対する興味･関心を高めていきたい。

【説明】 所管課評価
　「学校図書館嘱託員」は、各小中学校と市立図書館等と連携し、図書活動の推進
や授業中の図書利用の場合の児童支援を行い、児童生徒の読書への興味･関心を
高めているが、読書好きで頻繁に図書室に通う子どもの育成にまでは至っていな
い。

Ｂ

【事業の方向性】 拡大

【目標に対する進捗状況】 進展が大きくない

【費用対効果】 費用に対して効果はあったが課題もあった

Ｈ31 Ｈ32
小学校６年１８．０％
中学校３年８．０％

小学校６年２０．０％
中学校３年１０．０％

学校図書館や地域の図書館に週１回以上行く児童生徒の割合 指標の単位

全国学力学習状況調査等の結果を基に算出したもの

全国学力学習状況調査等の結果を基に算出したもの

Ｈ31 Ｈ32
小学校６年８３．０％
中学校３年８３．０％

小学校６年８５．０％
中学校３年８５．０％

１．ともに学び高め合い、心身ともに健やかな成長ができるよう学校教育の充実を図ります。

３．特色ある教育の推進

　市内小中学校に司書又は司書補の資格を有する者、学校図書館でのボランティア
を１年以上務めた者を学校図書館嘱託員として配置し、児童･生徒の読書活動を推進
する。

　各中学校区に１名の「学校図書館嘱託員」を配置することにより、学校図書館の一
層の充実を図り、恵まれた環境を利用して児童生徒の図書活動を推進し、一人一人
の健やかな成長を期する。
（Ｈ29事業費：小4,680千円、中4,914千円）

読書が好きな児童生徒の割合 指標の単位

主要事業の点検・評価

シート№ １-３-④

学校図書館支援事業

事業開始年度 Ｈ27
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評価シート

事務事業名

担当課 学校教育課 担当係 指導係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 　

実績値 　 　

達成度（％）

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

【説明】

　自分の住んでいる地域を調べたり、講師を招へいしふるさとのことを知ったり、様々な体験的な活動
をすることによって、地域の新たな発見とふるさとを愛する心情を今後も育てていきたい。

【説明】 所管課評価
　H２８年度に全面改訂した小学校３，４年で活用する社会科副読本は、郷土二本松
を理解する上で、視覚的、具体的で効果的な教材であった。また、体験的な学習や
教科の発展としての総合的な学習に取り組むことで、主体的に学習に取り組む姿が
見られた。

Ａ

【事業の方向性】 原状のまま継続

【目標に対する進捗状況】 相当程度進展あり

【費用対効果】 費用に対して十分な効果があった

Ｈ31 Ｈ32

指標の単位

　

Ｈ31 Ｈ32

　 　

２．学校、家庭、地域が連携した教育を推進します。

１．自ら問題を解決する体験学習の推進

　「総合的な学習の時間」等の活動を充実させるために、体験的な学習や講師を招へ
いして行う授業を実施し、郷土を愛する心情を育てる。

　「総合的な学習の時間」等の活動を充実し、特色ある学校づくりを推進する。また、
副読本を活用して二本松の産業や歴史、人物について理解を深め、郷土愛を育む.。
（Ｈ29事業費：小3,352千円、中1,811千円）

　 指標の単位 　

主要事業の点検・評価

シート№ ２-１-①

総合的な学習の時間充実対策事業

事業開始年度 Ｈ17
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評価シート

事務事業名

担当課 学校教育課 担当係 指導係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 小･中学校とも０％

実績値 小学校０．１５％
中学校２．７９％

小学校０．４３％
中学校３．０３％

達成度（％）

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 100%

実績値 100% 小学校８０％
中学校９１％

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

【説明】

　Hyper-QUを年に２回実施する意義を各学校が理解し、その結果分析を生かし、個々の児童生徒の
特性に応じた具体的な方策を講じているのかを検証するためにもHyper-QUに関する研修を充実させ
ていく必要がある。

【説明】 所管課評価
　それぞれの学校で年２回Hyper-QUを実施し、学級集団の状態を調べながら児童
一人一人に目を向けた学級経営を目指している。しかし、それぞれの学校での
Hyper-QUの分析が十分になされ、課題に向けた具体的な方策を講じているかが課
題である。

Ｂ

【事業の方向性】 見直して継続

【目標に対する進捗状況】 進展が大きくない

【費用対効果】 費用に対して効果はあったが課題もあった

Ｈ31 Ｈ32

100% 100%

いじめ解消率 指標の単位 ％

問題行動、不登校等調査

問題行動、不登校等調査

Ｈ31 Ｈ32

小･中学校とも０％ 小･中学校とも０％

２．学校、家庭、地域が連携した教育を推進します。

２．教育相談活動の充実

　児童の学級集団での診断を行い、教育相談に生かすとともに児童生徒一人一人が
居場所のある学級づくりを行う。

　子どもたちが学校生活を送るためのアンケート調査である学級診断尺度検査
（Hyper-QU）を年に２回実施し、子どもたちの学校生活における満足度と意欲、さらに
学級集団の状態を調べ、よりよい学級づくりに生かすとともに、いじめや不登校の絶
無を図る。
（Ｈ29事業費：小2,310千円、中1,330千円）

不登校の発生率 指標の単位 ％

主要事業の点検・評価

シート№ ２-２-①

教育相談推進事業

事業開始年度 Ｈ17
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評価シート

事務事業名

担当課 学校教育課 担当係 指導係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 小･中学校とも０％

実績値 小学校０．１５％
中学校２．７９％

小学校０．４３％
中学校３．０３％

達成度（％）

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 100%

実績値 100% 小学校８０％
中学校９１％

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

【説明】

　本所には、不登校をはじめ発達障がい、特別支援教育に関する保護者や教員のニーズに応える機
能が必要である。特に相談機能については充実を図る必要があり、資格を有したSCやSSW、特別支
援教育に精通した職員の常時配置を計画する必要がある。

【説明】 所管課評価

　教育委員会各課をはじめ他の部署からの協力を得、９月１日に開所することが出
来た。限られた勤務日数の中での指導及び相談業務だったが、上記の成果をあげ
たが、市全体の不登校発症率の抑制、いじめの完全解消には至らなかった。

Ａ

【事業の方向性】 拡大

【目標に対する進捗状況】 相当程度進展あり

【費用対効果】 費用に対して十分な効果があった

Ｈ31 Ｈ32

100% 100%

いじめ解消率 指標の単位 ％

問題行動、不登校等調査

問題行動、不登校等調査

Ｈ31 Ｈ32

小･中学校とも０％ 小･中学校とも０％

２．学校、家庭、地域が連携した教育を推進します。

２．教育相談活動の充実

　学校、家庭との連携を図り、不登校児童・生徒一人ひとりに応じた適応指導を展開
することで自己肯定感を高め、学校復帰並びに高校進学の実現を図る。

　個に応じた学習指導によって基礎学力の向上を図ることができた。また、小集団で
行う体験的適応指導により友達と活動する喜びを感得させるとともに活動への意欲を
高めることができた。その結果、学校への復帰者３名、高校進学３名の実績を上げる
ことができた。
（Ｈ29事業費：8,575千円）

不登校の発生率 指標の単位 ％

主要事業の点検・評価

シート№ ２-２-③

教育支援センター事業

事業開始年度 Ｈ29
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評価シート

事務事業名

担当課 生涯学習課 担当係 生涯学習係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 4 4

実績値 3 4

達成度（％） 100%

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

　計画に基づき、平成２９年９月より「おおだいら子ども教室」を新たに開設した。放
課後の時間を活用し、子どもたちが地域住民と交流しながら有意義な時間を過ごす
ことができた。

Ａ

【事業の方向性】 拡大

【説明】

　現在運営している４教室に加え、平成３１年度に１教室、平成３２年度にさらに１教室を開設し、放課
後子ども教室の推進を図っていく。

【目標に対する進捗状況】 目標達成

【費用対効果】 費用に対して十分な効果があった

【説明】 所管課評価

指標の単位

Ｈ31 Ｈ32

Ｈ32

5 6

２．学校、家庭、地域が連携した教育を推進します。

４．学校、家庭及び地域の連携による教育

　学校や地域、家庭が連携し、放課後に子どもたちが安全な環境の中で学習やス
ポーツ、文化活動、地域住民との交流活動等を体験できる場の充実を図ることで、子
どもたちの豊かな人間性や社会性を育む機会とする。

　地域住民やボランティアとともに、宿題や読み聞かせ、工作、スポーツ等の活動を実
施した。「あだち子ども教室」、「いわしろ子ども教室」、「とうわどんぐり教室」に加え、９
月からは「おおだいら子ども教室」を新たに開設した。
　【実施回数・参加人数】
　 ・あだち子ども教室　　　　２９回　　１，４７９人
　 ・いわしろ子ども教室　　　２６回　　　　６５０人
　 ・とうわどんぐり教室　　  ２４回　　　　９６０人
　 ・おおだいら子ども教室　  ２２回　　　　４４０人
　【事業費】
　 ・謝金　　　　　　　　 ６２３千円
　 ・行事用消耗品費　 　　２６２千円
　 ・郵券代　　　　　　　　 １６千円
　 ・保険料　　　　　　　　 ６６千円

放課後子ども教室数 指標の単位 教室

開設している放課後子ども教室の数

Ｈ31

主要事業の点検・評価

シート№ ２-４-①

放課後子ども教室推進事業

事業開始年度 Ｈ18
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評価シート

事務事業名

担当課 教育総務課 担当係 文教施設係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 35.4 38.4

実績値 27.5 32.1

達成度（％） 90.7

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

主要事業の点検・評価

シート№ ３-１-①

学校施設設備の改修

事業開始年度 Ｈ25

３．豊かな教育環境の整備、充実を図ります。

１．学校施設の整備充実

　教育内容・方法の多様化等に適合させるため、トイレ環境を改善（和式便器を洋式
便器）することにより、快適な学校生活を送るための改善を図る。

　小中学校の便所洋式化工事の実施設計等を行った。

　＜中学校＞
　・二本松第三中便所洋式化整備工事・・・・・・・・・・・・・10,241千円
　・安達中便所洋式化実施設計業務委託・・・・・・・・・・・・1,982千円
　・二本松第一中便所洋式化実施設計業務委託・・・・・・1,959千円

トイレ（和式便器）の洋式化 指標の単位 ％

和式便器から洋式便器への改修を行う工事

Ｈ31 Ｈ32

41.0 43.3

指標の単位

Ｈ31 Ｈ32

【目標に対する進捗状況】 相当程度進展あり

【費用対効果】 費用に対して十分な効果があった

【説明】

　快適な学校生活を送るため、便所洋式化工事を年次計画により進めていくこととする。
　国庫補助事業の採択の見送り等により事務執行の再検討を行うこととする。

【説明】 所管課評価

　工事における国庫補助事業の採択見送り及び発注時期の遅れが発生したしたこと
により、繰越工事となった。
　※繰越工事：渋川小学校，安達中学校

Ｂ

【事業の方向性】 原状のまま継続
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評価シート

事務事業名

担当課 教育総務課 担当係 文教施設係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 3.5 7.1

実績値 0.0 3.5

達成度（％） 100.0

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

主要事業の点検・評価

シート№ ３-１-②

学校の耐震化

事業開始年度 Ｈ28

３．豊かな教育環境の整備、充実を図ります。

１．学校施設の整備充実

　地震等の災害が発生した際の避難所としての必要な機能が発揮できるよう、防災機
能の強化を図る。また、児童生徒等を事故等から防ぐために必要となる工事を行うこ
とにより、学校施設の改善を図る。

　小中学校の屋内運動場耐震化工事に伴う実施設計等を行った。
　＜小学校＞
　・二本松北小　屋内運動場非構造部材耐震化工事・・・・・・・・・・・・・・63,390千円
　・二本松北小　屋内運動場非構造部材耐震化工事監理業務委託・・・3,058千円
　＜中学校＞
　・東和中　屋内運動場非構造部材耐震化実施設計業務委託・・・・・・・1,836千円

屋内運動場非構造部材の耐震化 指標の単位 ％

吊り天井等の落下防止工事

Ｈ31 Ｈ32

17.8 20.0

指標の単位

Ｈ31 Ｈ32

【目標に対する進捗状況】 相当程度進展あり

【費用対効果】 費用に対して十分な効果があった

【説明】

　防災機能強化事業において、屋内運動場の非構造部材（吊り天井等）の落下防止対策として耐震化
工事を年次計画により進めていくこととする。

【説明】 所管課評価

　工事における国庫補助事業の採択及び発注が遅れ、繰越工事となったが学校管
理者との打合せ等により年度内完了となった。 Ａ

【事業の方向性】 原状のまま継続
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評価シート

事務事業名

担当課 学校教育課 担当係 指導係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 　

実績値 　

達成度（％）

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

【説明】

　現在、特別な支援が必要な児童生徒が年々増えている。教師一人では授業がスムースに進まない
状況も見られる中、介助員が必要な支援をすることによって適切な学級経営がなされ、学力向上も図
られている。今後は、介助員の支援の仕方や資質を向上させる研修のあり方について検討しなければ
ならない。

【説明】 所管課評価

　特別な支援が必要な児童生徒に対し、細やかな支援がなされ、授業に集中して取り組む児
童生徒が増えた。学校のニーズも年々増加している。しかし、児童生徒への対応に差が見ら
れたので、介助員研修会を通して、支援の仕方について研修を図っていきたい。

Ｂ

【事業の方向性】 見直して継続

【目標に対する進捗状況】 相当程度進展あり

【費用対効果】 費用に対して効果はあったが課題もあった

Ｈ31 Ｈ32

指標の単位

　

Ｈ31 Ｈ32

　 　

３．豊かな教育環境の整備、充実を図ります。

２．教育環境の整備充実

　障がいのある児童生徒の支援を行うため介助員を配置し、自立と社会参加の促進
を図る。

　介助を必要とする児童生徒の支援のために、小学校に３３名・中学校に７名の介助
員を配置し、児童生徒の学びや自立について支援を行った。
（Ｈ29事業費：小36,626千円、中7,897千円）

　 指標の単位 　

主要事業の点検・評価

シート№ ３-２-③

児童生徒の介助員の配置

事業開始年度 Ｈ19
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評価シート

事務事業名

担当課 学校教育課 担当係 指導係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 23 23

実績値 17 20

達成度（％） 86.9

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 23 23

実績値 23 23

達成度（％） 100

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

【説明】

　教育用はH30年度の更新整備により全校でパソコン教室等に１クラス分程度の整備が完了する予定
である。
　今後は文部科学省が示している整備目標に基づき、各教室で使用するためのタブレット端末の整備
を検討してゆく。

【説明】 所管課評価
　【教育用】年次計画による不足校への増設整備を行うことで、パソコンを快適に活
用することができ、児童生徒のコンピュータの操作能力や情報を活用する能力が高
まった。
　【教職員用】各学校における効率的な事務の推進等が維持された。

Ａ

【事業の方向性】 拡大

【目標に対する進捗状況】 相当程度進展あり

【費用対効果】 費用に対して十分な効果があった

Ｈ31 Ｈ32

23 23

教職員のパソコン整備 指標の単位 校

教職員１人１台の教職員用コンピュータの整備

各校１クラス分程度の教育用コンピュータの整備

Ｈ31 Ｈ32

23 23

３．豊かな教育環境の整備、充実を図ります。

２．教育環境の整備充実

　各校１クラス分程度の教育用コンピュータを整備し、児童・生徒が使用する機会を増
やし、児童・生徒の情報活用能力の育成を図る。
　教職員１人１台の教職員用コンピュータを整備し、教職員間の事務内容の共有化を
推進し、事務処理の効率化を行う。

　【教育用】小浜小(30台)、新殿小(10台)、旭小(8台)、安達中(35台)、東和中(35台)に
計118台の生徒用タブレットパソコンを更新整備した。
　【教職員用】塩沢小(13台)、岳下小(20台)、大平小(14台)、松三中(30台)に計77台の
教職員用パソコンを更新整備した。
　※上記以外は長期継続契約に係るリース料の支払いを行った。
　（Ｈ29事業費：小59,664千円、中38,889千円）

小学校児童・中学校生徒のパソコン整備 指標の単位 校

主要事業の点検・評価

シート№ ３-２-④

学校コンピュータ整備事業

事業開始年度 Ｈ17
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評価シート

事務事業名

担当課 教育総務課 担当係 総務係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

主要事業の点検・評価

シート№ ３-３-①

スクールバス運行事業

事業開始年度 Ｈ17

３．豊かな教育環境の整備、充実を図ります。

３．通学環境の整備

　遠距離及び通学のため交通手段が不便な地域においてスクールバス等を運行し、
通学時の安全及び教育の機会均等を確保する。

　スクールバス、スクールタクシーの運行を行った。
　また、渋川小をスクールタクシーの委託へ切り替えたことから、既存車両（ワゴン車）の廃車
手続きを行った。

　杉田小スクールバス　　　　　　　 5,997千円
　石井小スクールタクシー　　　　　　　17千円
　渋川小スクールタクシー　　　　　　 733千円
　新殿小スクールタクシー　　　　　 1,173千円
　大玉村スクールバス運行負担金　　　　89千円
　渋川小スクールワゴン廃車手数料　　　11千円
　　計　　　　　　　　　　　　　　 8,020千円

指標の単位

Ｈ31 Ｈ32

指標の単位

Ｈ31 Ｈ32

【目標に対する進捗状況】 目標達成

【費用対効果】 費用に対して十分な効果があった

【説明】

　平成29年度より渋川小学校の運行形態をスクールタクシーの委託に切り替えたところであり、現状で
は実情に応じた運行となっている。今後も実情に応じた運行ができるよう、実態把握に努めていく。

【説明】 所管課評価

　必要な地域にスクールバス等を運行し、児童生徒の通学の便の確保に成果を上
げており、通学時の安全及び教育の機会均等が確保された。 Ａ

【事業の方向性】 原状のまま継続
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評価シート

事務事業名

担当課 教育総務課 担当係 総務係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

主要事業の点検・評価

シート№ ３-３-②

遠距離通学費助成事業

事業開始年度 Ｈ17

３．豊かな教育環境の整備、充実を図ります。

３．通学環境の整備

　通学距離が４㎞以上の児童又は６㎞以上の生徒に対し、定期券又は通学費を支給
し、保護者の負担を軽減するとともに、通学時の安全及び教育の機会均等を確保す
る。

　バス定期券を現物支給又はバスが利用できない生徒には年額32,000円の通学費を支給
した。
　また、災害による区域外就学者についてもバス定期券を現物支給した。

　小学校バス定期券助成　　98名　　5,170千円
　中学校バス定期券助成　　57名　　7,468千円
　中学校通学費助成　　　　14名　　　448千円
　　計　　　　　　　　　 169名　 13,086千円

指標の単位

Ｈ31 Ｈ32

指標の単位

Ｈ31 Ｈ32

【目標に対する進捗状況】 目標達成

【費用対効果】 費用に対して十分な効果があった

【説明】

　引き続き保護者の負担を軽減し、通学時の安全及び教育の機会均等を確保するため、継続して実
施する。

【説明】 所管課評価

　遠距離通学児童生徒の保護者に対し通学費の助成を行うことで、保護者の負担が
軽減され、通学時の安全及び教育の機会均等が確保された。 Ａ

【事業の方向性】 原状のまま継続
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評価シート

事務事業名

担当課 教育総務課 担当係 総務係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

主要事業の点検・評価

３-３-③シート№

【目標に対する進捗状況】 相当程度進展あり

【費用対効果】 費用に対して効果はあったが課題もあった

【説明】

　助成制度については継続して実施し、保護者の経済的負担の軽減を図る。
　また、潜在的な対象者へ制度を浸透させるため、広報や学校を通じた案内などを行っていく。

所管課評価

Ｂ

【事業の方向性】 原状のまま継続

　平成２９年度より距離の算定を「直線距離」から「道のり」に改正し、対象範囲を拡
大したが、当初の想定ほど利用者数が伸びていないことから、潜在的な対象者が相
当数いる可能性がある。今後は制度の周知方法などを工夫し、さらに制度を浸透さ
せる必要がある。

【説明】

指標の単位

Ｈ31 Ｈ32

　自宅から学校までの道のりが１０㎞以上ある生徒又はＪＲを利用することが合理的と判断され
る場合であって自宅から最寄りの駅までの道のりが１０㎞以上ある生徒の保護者に対し、年額２
５，０００円の通学費を助成した。
　※平成２９年度より、距離の算定を「直線距離」から「道のり」に改正するとともに、助成額
　を年額３２，０００円から年額２５，０００円に改正。ただし、平成２８年度以前から助成対
　象となっていた場合は、経過措置として、卒業するまで改正前の３２，０００円を助成

　二本松地域　　7名　　175千円　　　（経過措置分）二本松地域　　1名　　 32千円
　安達地域　　　1名　　 25千円　　　　　　　　　　安達地域　　　0名　　　0千円
　岩代地域　　 29名　　725千円　　　　　　　　　　岩代地域　　 20名　　640千円
　東和地域　　 43名　1,075千円　　　　　　　　　　東和地域　　 29名　　928千円
　　計　　　　 80名　2,000千円　　　　　　　　　　　計　　　　 50名　1,600千円

指標の単位

Ｈ31 Ｈ32

事業開始年度 Ｈ17

３．豊かな教育環境の整備、充実を図ります。

高等学校通学費助成事業

３．通学環境の整備

　高等学校に遠距離通学する生徒をもつ保護者に通学費を支給し、経済的負担を軽
減する。
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評価シート

事務事業名

担当課 生涯学習課 担当係 生涯学習係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 8,600 9,000

実績値 8,663

達成度（％） 101%

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

【説明】

　引き続きそれぞれのライフステージをとおして誰もがいつでも自主的に学べる機会を提供することが
できるよう各講座において多様なニーズに応じた学習プログラムを提供する。

【説明】 所管課評価

　市民大学セミナー及び市民講座では、多くの市民が学習意欲をもって参加できる
よう関心を持つ内容の講座を開催した。また、各地域で開催する女性学級及び高齢
者学級では多様なニーズにあった内容の学級を開催した。

Ａ

【事業の方向性】 原状のまま継続

【目標に対する進捗状況】 相当程度進展あり

【費用対効果】 費用に対して十分な効果があった

Ｈ31 Ｈ32

指標の単位

市民講座等の各種講座の年間受講者数

Ｈ31 Ｈ32

9,500 10,000

４．生きがいを求め、自ら学習する生涯学習を推進します。

１．生涯学習活動の支援・事業開催

　それぞれのライフステージをとおして誰もがいつでも自主的に学べる機会を提供す
ることができるよう多様なニーズに応じた学習プログラムを提供する。

　生涯学習のために各種学級、講座を開設し学習の機会の提供を行った。
　・市民大学セミナー（4回、266名）　 502千円
　・市民講座（51回、1,075名）　　　　848千円
　・女性学級(124回、2,842名）　　　　637千円
　・高齢者学級（132回、4,480名）　　 512千円

市民講座等の各種講座の年間受講者数 指標の単位 人

主要事業の点検・評価

シート№ ４-１-①

生涯学習プログラムの充実

事業開始年度 Ｈ17
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評価シート

事務事業名

担当課 生涯学習課 担当係 生涯学習係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値 3.05 3.36

達成度（％）

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

【説明】

　引き続き図書館や図書室でのイベントを開催することで、多くの子どもたちに読書に親しむ機会を提
供する。また、平成３０年度のブックステップ事業では、３歳児健康診査時の読み聞かせに加え、３歳
児を対象とした絵本の配布を行い、幼児期の親子に対する読書振興と図書館・図書室の利用促進を
図っていく。

【説明】 所管課評価

　おはなし会等の読書イベントへの参加者数は前年度よりも増加した。また、ブック
ステップ事業においては３歳児の保護者に対し、図書館・図書室の利用案内や子ど
も読書活動のＰＲを行った。

Ａ

【事業の方向性】 拡大

【目標に対する進捗状況】 目標達成

【費用対効果】 費用に対して十分な効果があった

Ｈ31 Ｈ32

指標の単位

人口１人当たりの年間貸出冊数

Ｈ31 Ｈ32

5.33

４．生きがいを求め、自ら学習する生涯学習を推進します。

３．図書館利用環境の整備

　平成２８年度に策定した第２期子ども読書活動推進計画に基づき、図書館や学校、
家庭での読書環境の整備と充実を図ることで、子どもたちに読書の楽しさや大切さを
実感させ、読書習慣を身に着けてもらう。

　幼児から青少年に読書に対する興味を持たせるため、毎月のおはなし会や「としょ
かんまつり」、「えほんフェスティバル」等のイベントを開催した。
　また、幼児期の親子に対する読書振興と図書館・図書室の利用促進を図るため、３
歳児健康診査時には、読書ボランティアによる絵本の読み聞かせを行う「ブックステッ
プ事業」を実施した（２０回実施、３歳４か月児対象）。
　【事業費】
　・講師謝礼（おはなし会等出演謝礼）　２２８千円
　・行事用消耗品費（材料代、としょかん通信用紙代）　１０９千円
　・郵券代（相互貸借資料送付用）　３千円

市立図書館貸出冊数 指標の単位 冊

主要事業の点検・評価

シート№ ４-３-②

子ども読書計画の推進

事業開始年度 Ｈ23
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評価シート

事務事業名

担当課 生涯学習課 担当係 スポーツ推進係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 2,000

実績値 1,941 1,952

達成度（％）

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

【説明】

　総合型地域スポーツクラブについては、市内５クラブで創意工夫をしながら活動をすすめ市民に定着してきている。市民が身近にスポーツ
を楽しみ、生涯を通じて心身ともに健康に暮らせるようクラブを支援するとともに、自主運営に向けた事業運営を推進していくため、市体育施
設管理のあり方とも兼ね合わせ施策を支援する。法人化についても、Ｈ28.4.1からいわしろふれあいスポーツクラブが、Ｈ28.11月からにほん
まつ城山クラブが一般社団法人となった。将来的には5クラブとも自主運営を基本に指導していく。
　市スポーツ推進委員との事業連携や市事業との共催など、有機的連携を図りながら市全体のスポーツ実施率の向上を図る。

【説明】 所管課評価

　各総合型スポーツクラブが自主的に市民ニーズに応じた活動プログラムを実施し、幅広い年代層の多
くの市民が参加できる健康づくりと生涯スポーツを推進した。
　いずれのクラブも２０～４０代の会員が非常に少なく、クラブ活性化のために、この年代を会員獲得す
るための工夫が必要。

Ｂ

【事業の方向性】 原状のまま継続

【目標に対する進捗状況】 進展が大きくない

【費用対効果】 費用に対して効果はあったが課題もあった

Ｈ31 Ｈ32

指標の単位

クラブ加入者の増加と自主運営

Ｈ31 Ｈ32

2,080 2,100

５．体育やスポーツ活動をとおした生涯スポーツの振興を図ります。

２．スポーツ活動の推進

　市内の子どもから高齢者まで全市民を対象として、誰もが気楽により多くの市民に
参加してもらうクラブ運営を目標としており、市民の健康づくりと生涯スポーツの振興
を実現する。

　市内５クラブ（にほんまつ城山クラブ、岳クラブ、あだちスポーツクラブ、いわしろふれ
あいスポーツクラブ、東和さわやかスポーツクラブ）への助成を行うとともに自主事業
運営への支援を行った。
　・総合型地域スポーツクラブ補助金　8,315千円

クラブ加入者の増加と自主運営 指標の単位 人

主要事業の点検・評価

シート№ ５-２-②

総合型地域スポーツクラブ支援事業

事業開始年度 Ｈ17
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評価シート

事務事業名

担当課 文化課 担当係 文化振興係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

【説明】

　二本松城跡全体及び大手門跡を対象として、年次計画により発掘調査を進める。

【説明】 所管課評価

　大手道に関する資料が得られ、ほぼ特定された。また、調査成果を一般に公開し
市民の二本松城跡に対する理解と認識が高められた。当時の石垣を露出展示でき
た。

Ａ

【事業の方向性】 原状のまま継続

【目標に対する進捗状況】 相当程度進展あり

【費用対効果】 費用に対して十分な効果があった

Ｈ31 Ｈ32

指標の単位

判明できていない箇所の調査を計画的に進める。

Ｈ31 Ｈ32

６．文化財の保護と活用に努め、伝統文化の継承を図ります。

１．文化財保護・継承

　二本松城跡は歴史と文化を継承する貴重な遺産であるため、発掘調査を進め資料
を得ることにより、史実に基づく保存、活用を目指す。

　・二本松城跡（第25次発掘調査）　　　　　　 ４，２０３千円
　・本坂御殿の埋没石垣の露出展示工事　　５，２１３千円
　・大手門跡石垣図化測量業務　　　　　　　　２，７８７千円

発掘調査による資料収集 指標の単位

主要事業の点検・評価

シート№ ６-１-①

埋蔵文化財発掘調査

事業開始年度 Ｈ17
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評価シート

事務事業名

担当課 文化課 担当係 文化振興係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 37 37

実績値 37

達成度（％） 100.0

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値

実績値

達成度（％）

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

【説明】

　地域伝統芸能の保護継承のためには、後継者の育成及び活動を賄う資金的問題の解決は非常に
重要であるため、継続的に支援する。また、文化財管理者の維持経費、費用負担の軽減を図り市民
の財産を守る。

【説明】 所管課評価

　活動助成により団体数が維持でき、貴重な文化財の保存・継承が図られた。 Ａ

【事業の方向性】 原状のまま継続

【目標に対する進捗状況】 相当程度進展あり

【費用対効果】 費用に対して十分な効果があった

Ｈ31 Ｈ32

指標の単位

現在の無形民俗文化財保存団体数を維持する

Ｈ31 Ｈ32

37 37

６．文化財の保護と活用に努め、伝統文化の継承を図ります。

１．文化財保護・継承

　地域伝統芸能の保護継承に取り組む国県市指定無形民俗文化財の保存団体及び
文化財の保存事業に取り組む管理者に対し助成し、保存・継承を図る。

　・無形民俗文化財保存団体活動助成　　　３７団体　　　　９９９千円
　・文化財保存事業補助　　　　　　　　　　　　木幡の大杉、夫婦スギ　等　８６７千円

無形民俗文化財保存団体数 指標の単位 団体

主要事業の点検・評価

シート№ ６-１-②

文化財保護団体等の育成、支援事業

事業開始年度 Ｈ17
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評価シート

事務事業名

担当課 文化課 担当係 文化振興係

１．事業概要

基本方針

基本施策

２．事業の目標と成果【ＰＬＡＮ（計画）】

事務事業の目標
と見込まれる成

果

３．実施内容【ＤＯ（実行）】

取組内容
（評価対象年度
の事業内容、
事業費等）

４．事業の分析【ＣＨＥＣＫ（評価）】

指標名①

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 180 180

実績値 170

達成度（％） 94.4

指標名②

指標の説明

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 520 530

実績値 501

達成度（％） 96.3

５．今後の方向性【ＡＣＴＩＯＮ（改善）】

【説明】

　事業内容について十分に検討しながら、費用対効果が得られるように工夫していく。

【説明】 所管課評価

　ほぼ目標に沿った入場者または応募があり、郷土の有する財産を広く周知し、後
世へ伝えるための顕彰事業を開催することができた。 Ｂ

【事業の方向性】 原状のまま継続

【目標に対する進捗状況】 相当程度進展あり

【費用対効果】 費用に対して十分な効果があった

Ｈ31 Ｈ32

540 540

応募者数 指標の単位 点

旧二本松藩戒石銘顕作文コンクール

朝河貫一博士顕彰講演会等

Ｈ31 Ｈ32

180 180

６．文化財の保護と活用に努め、伝統文化の継承を図ります。

２．伝統文化事業の充実

　地域に有する文化を後世に継承するための顕彰事業を行う。

　・朝河貫一博士顕彰上映会　　入場者170名　　 １２６千円
　・旧二本松藩戒石銘碑顕彰作文コンクール
　　　応募作品数　501点　　　　　　　　　　　　　　　　　８３千円
　・高村智恵子顕彰事業補助　　　　　　　　　　　　　１００千円

入場者数 指標の単位 人

主要事業の点検・評価

シート№ ６-２-①

地域文化顕彰事業

事業開始年度 Ｈ17

31
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ⅢⅢ  学学識識経経験験者者のの意意見見  

高度情報化社会、少子・高齢化社会、国際化社会等、社会情勢の刻々たる

変化と、それに伴う教育問題の複雑化、さらには、学校現場に押し寄せる様々

な教育改革への対応など、教育行政の課題も多様化している中にあって、本

市の実情を踏まえ、独自の視点を持って、児童生徒、市民のために施策及び

事業の充実に努めていることに敬意を表する。 

また、二本松市教育振興基本計画に定めている事業について、ＰＤＣＡサ

イクルをもって展開していることは適切である。 

以下、具体的な意見を述べる。 

 

○ 事業実施の実質的な推進母体は学校であり、市民であり、地域である

ことから、推進にあたっては、それらの声を十分取り入れ、反映された

事業推進に今後も心がけていただきたい。また、事業推進にあたっては、

学校と地域との協働など、事業内容によって連携・協働させることによ

り、さらなる効果が期待できると感じる。 

 

○ 事業評価にあたっては、事業に参加した当事者やサービスを受けた参

加者の評価など、現場の声を積極的に取り入れていく必要がある。 

  さらに、すぐに成果が現れるものと、成果が表れるまで時間がかかる

ものがある。効率性や費用対効果だけを優先した場合、教育現場におけ

る短いスパンでの成果要求や数値化を重視したエビデンスなどは、必ず

しも教育行政になじまないものもある。財源確保の根拠資料になること

も十分踏まえたうえで、説明責任を求められる事業推進にあたっては、

教育行政の取組に強い信念と説得力を持って、今後も望まれることを期

待する。 

 

○ 現段階でＡ評価の事業については、新たな内容を加えるなどしてさら

に上を目指して推進して欲しい。 

 

○ 非常勤講師の活用法等について、市教委主催の校長会等で話題にして

いくことも良いのではないか。マンネリ化防止や成果を上げるために、

非常勤講師の弾力的な活用については賛成だが、今後とも活用について

は慎重に対応していく必要がある。 

 

○ 成長期にある児童生徒にとって学校給食の果たす役割は大きい。児童

生徒の健康の維持増進に向けて、食材、献立、調理法、家庭への啓発を

図って欲しい。また、地場産の食材の活用と歯ごたえのある食材の活用

を積極的に進めて欲しい。 
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○ 埋蔵文化財の発掘調査については、これまでの学術的研究に新たな調

査成果を積み重ねて実像を明らかにするとともに、市民への公開・活用

を進め、全国に情報発信しながら市民の宝として後世に伝えられるよう、

さらに推進して欲しい。 

 

○ 文化財の保存・修理に対する助成は、本市の文化財保護の核となる所

有者、管理者や保存団体等を支えて文化財の保存・活用・継承を図ると

ともに文化財保護行政の実を上げる重要な事業であり、地域社会の活性

化にも効果的であることから、今後も発展的に継続して欲しい。 

 

 

平成３０年９月１４日 

 

二本松市教育事務点検評価検証委員会委員 

佐  藤  和  彦 

佐  藤  彰  男 

安  田  幹  雄 

日 下 部  善  己 


